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AlphaEvolveとは何かAlphaEvolveとは何か

 Google DeepMindGoogle DeepMind が開発した が開発した進化的コーディン進化的コーディン

グエージェントグエージェント

 GeminiGemini モデルを搭載した大規模言語モデル モデルを搭載した大規模言語モデル

（LLM）ベース（LLM）ベース

 使命：使命：多様な領域多様な領域におけるにおける汎用的なアルゴリズ汎用的なアルゴリズ

ムの発見と最適化ムの発見と最適化

 LLMの創造力LLMの創造力とと進化的アルゴリズム進化的アルゴリズムの組み合わの組み合わ

せにより開発プロセスを自動化せにより開発プロセスを自動化

 単一の関数を超え単一の関数を超えコードベース全体コードベース全体を進化させを進化させ

る能力る能力
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自動アルゴリズム発見の意義自動アルゴリズム発見の意義

 科学的ブレークスルー科学的ブレークスルーを加速を加速

 重要な重要な計算インフラ計算インフラを最適化を最適化

 長年の長年の複雑な問題複雑な問題を解決を解決

 AIをAIをツールツールからから創造的パートナー創造的パートナーへ変革へ変革

 数学‧コンピュータサイエンス数学‧コンピュータサイエンスなど体系的に測など体系的に測

定可能な分野で特に有効定可能な分野で特に有効











“  発見と革新における創造的なパートナー ”
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アーキテクチャ設計アーキテクチャ設計
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主要な能力と技術革新主要な能力と技術革新


コードベース全体の進化

数百行のコード‧複数関数を一度に最適化 従

来の10倍以上の規模


複数言語対応

多様なプログラミング言語に適応 言語に依存

しない最適化能力

⚖
多目的最適化

速度‧精度‧メモリ効率などの 複数の目標を

同時最適化


分散評価システム

非同期パイプラインによる 高スループット並

列処理


柔軟なプロンプトエンジニアリング

LLMの理解力を活かした自然言語による指示 大規模言語モデルと進化的アルゴリズムの革新的融合
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画期的な成果と実世界インパクト画期的な成果と実世界インパクト

 行列乗算アルゴリズム

48回48回
4x4複素行列乗算の必要回数
シュトラッセンアルゴリズム

（49回）を超える
世界記録を更新

 数学問題解決

20%20%
未解決数学問題で最先端を超

えた割合

50以上の難問に適用
既存アプローチを大幅改善

 Googleインフラ最適化

0.7%0.7%
Google Borgスケジューリン
グ効率向上

約14,000台のサーバー相当の
節約

大規模クラウドインフラの自

動最適化

 カーネル‧モデル最適化

23%23%
Geminiカーネル高速化
FlashAttentionで最大32.5%
改善

TPU回路の効率的設計を自動
実現



7/10

技術比較：AlphaEvolveの優位性技術比較：AlphaEvolveの優位性



FunSearch



従来の遺伝的プログラミング

 対象範囲

 言語対応

⚖
最適化目

標


突然変異特

性

 スケール

コードベース全体（複数関

数‧数百行）
優位性

単一関数（最大数十行）
小規模関数（一般に数十行

以下）

複数プログラミング言語に

対応
優位性

限定的な言語サポート 単一言語の専用実装

速度 精度 効率 可読性

多目的

速度 精度 単一目的

意味的に整合性のある変異

（LLM活用）
優位性

機能性を重視した変異 構文レベルのランダム変異

大規模分散評価システム
優位性

中規模クラスタ対応 限定的なスケーラビリティ



AlphaEvolve
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現状の限界と課題現状の限界と課題


評価可能問題の制限評価可能問題の制限

自動評価可能な問題にのみ適用可能。主観的判断を要するタスクや

明確な評価基準がない問題には対応できない。

適用範囲の制限


計算リソース要件計算リソース要件

大規模な計算処理能力を必要とし、特に進化的探索と評価段階で膨

大なリソースを消費。一般的な環境では運用困難。

リソース集中


プロプライエタリ性と透明性プロプライエタリ性と透明性

完全なシステム実装は非公開で、実験結果の再現や独立検証が困

難。アルゴリズム発見プロセスの透明性に欠ける。

民主化の課題

⚖
評価者の信頼性評価者の信頼性

評価機能の品質がシステム全体の性能を左右。不完全または偏った

評価基準は誤った最適化方向へ導く可能性がある。

評価バイアス
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将来展望将来展望



メタ進化による自己改善メタ進化による自己改善

AlphaEvolve自体が自身を最適化するメタアルゴリズ

ムを開発。自己改善サイクルによって進化能力を継

続的に向上させる。

自己最適化AI



材料科学‧創薬への応用拡大材料科学‧創薬への応用拡大

新素材設計や薬剤開発において、膨大な化合物空間

を効率的に探索。これまで発見できなかった革新的

材料‧治療法を特定。

新領域開拓



ハイブリッド評価システムハイブリッド評価システム

記号推論と人間の好みを組み合わせたハイブリッド

評価機能の導入。主観的判断と定量的指標を統合

し、評価領域を拡張。

人間協調型AI



汎用的な自己進化型AI汎用的な自己進化型AI

より広範な問題に対応できる汎用進化アーキテクチ

ャへの発展。領域固有知識を自動獲得し、未知の課

題に迅速に適応する能力。

AGI基盤技術
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まとめまとめ

AlphaEvolveは、AIによるAlphaEvolveは、AIによる発見者発見者としての新時代を開き、としての新時代を開き、

科学‧工学‧ソフトウェア開発の未来を根本から変革する科学‧工学‧ソフトウェア開発の未来を根本から変革するパラダイムシフトパラダイムシフトの始まりであるの始まりである


技術的ブレークスルー技術的ブレークスルー

 LLMと 進化的アルゴリズム の統合  コードベース全体 の最適化  多目的最適化と複数言語対応


実証済みの成果実証済みの成果

 行列乗算アルゴリズムの 世界記録更新  Googleインフラ 0.7%効率化

 Geminiカーネル 23%高速化

⚖
課題と社会的側面課題と社会的側面

 評価関数依存 の限界  計算リソース集中の不均衡  AIと 人間専門家の役割変化


